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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 4月 28日 (2007.4.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 さ ら に 、 第 １ レ ン ズ １ に 関 し て は 、 ガ ラ ス レ ン ズ と 樹 脂 層 が 接 合 さ れ る 面 Ｓ ２ ａ の 曲 率
半 径 Ｒ ２ ａ と 非 球 面 が 形 成 さ れ る 面 Ｓ ２ の 曲 率 半 径 Ｒ ２ と が 、 次 の 条 件 式 （ ７ ）
　 （ ７ ） １ ＜ │ Ｒ ２ ａ ／ Ｒ ２ │ ＜ １ ． ５
を 満 足 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 条 件 式 （ ７ ） は 、 接 合 さ れ る 面 Ｓ ２ ａ と 非 球 面 Ｓ ２ と の そ れ ぞ れ の 曲 率 半 径 の 適 切 な
を 規 定 し た も の で あ り 、 上 限 値 を 超 え る と 、 樹 脂 層 の 中 心 部 の 厚 さ に 対 し て 最 も 外 側 に あ
る 周 辺 部 の 厚 さ が 著 し く 厚 く な っ て 、 非 球 面 の 精 度 が 悪 化 し 、 一 方 、 下 限 値 を 超 え る と 、
樹 脂 層 の 中 心 部 の 厚 さ に 対 し て 最 も 外 側 に あ る 周 辺 部 の 厚 さ が 著 し く 薄 く な っ て 、 非 球 面
の 精 度 が 悪 化 す る 。 ま た 、 こ の 範 囲 を 逸 脱 す る と 、 温 度 あ る い は 吸 水 等 に よ り 形 状 に 変 化
を 生 じ 、 さ ら に は 、 使 用 さ れ る 材 料 の 量 も 増 え て コ ス ト 増 加 を 招 く 。
　 し た が っ て 、 条 件 式 （ ７ ） を 満 た す こ と に よ り 、 第 １ レ ン ズ １ に お け る 樹 脂 層 の 形 状 が
、 温 度 変 化 に 応 じ て あ る い は 吸 水 状 態 等 に 応 じ て 変 化 す る の を 防 止 し て 、 非 球 面 Ｓ ２ を 高
精 度 に 形 成 で き 、 諸 収 差 を 良 好 に 補 正 す る こ と が で き る と 共 に 、 生 産 性 を 向 上 さ せ る こ と
が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 ２ １ は 、 本 発 明 に 係 る ズ ー ム レ ン ズ の さ ら に 他 の 実 施 形 態 を 示 す 基 本 構 成 図 で あ る 。
こ の 実 施 形 態 に 係 る ズ ー ム レ ン ズ は 、 第 ３ レ ン ズ ３ 及 び 第 ６ レ ン ズ ６ を ハ イ ブ リ ッ ド レ ン
ズ に し た 以 外 は 、 前 述 の 図 ５ に 示 す 実 施 形 態 （ 実 施 例 ） と 同 一 の 構 成 を な す も の で あ り
、 前 述 の 図 ５ に 示 す 実 施 形 態 （ 実 施 例 ２ ） に 対 し て 、 前 述 の 図 １ ３ に 示 す 実 施 形 態 （ 実 施
例 ４ ） 及 び 図 １ ７ に 示 す 実 施 形 態 （ 実 施 例 ５ ） を 採 用 し た も の で あ る た め 、 構 成 に つ い て

比

２



は 説 明 を 省 略 す る 。
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